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川島一晃・後藤綾文

キャリア・ピアザボーター俗、

多4長信教宵皿視や学生・線画・幅員四車揖・協同を活かして、

常生が白己申可能世を且つけるきっ命、t叩，づくり査し草.，.L 似………μ川ω……の伽仇つ苅淵u帥命
J止k学令4外4でともに高め古える蝿土づ〈りを日脂しiJ:広す.

制 1.-21S111t

ピァ・tlff- J'-74~1I会

園1ピアサポート宣言

調1 18 

ョ・・Ij11.--'7 . '7 0"盟理・・・・p
ま
と
め
と
ふ
り
か
え
り

iI1 制 制 I!i E_..圃FY 国F齢司・・ーry 

囲2 ピアサポート実践における講義の流れ

プロジェクトのグループが構成された後、各グノレ}プご

とに展開するプロジェクトの内容について検討を行い、

フィールドに内容の調整に出かけ、さらに詳細を検討し

ながら実践につなげるべくグループ別学習が展開した。

後に各フィールドごとにどのような内容の実践が展開し

たか述べるが、学生遣は教室におけるグループのディス

カッション(図 3)に留まらず、現場のニーズの再確認

や取材、製作活動とアクティプな実践を展開した。教員

は学生のアイディアやアクションに関する主体性を阻害

しないように配慮しつつ、安全なグループ活動の展開2と

方向性の大きな逸脱に留意しつつ活動を見守ることを心

3 PBL形式の実践が隆盛し、重要性が指摘されている今日
であるが、一方でPBLなどのグループ活動が苦手な学生
の存在もまた留意すべき事項である。 3者関係となるグ

ループ活動での討議、意思決定などの作業においては、

多様な価値観を受容し、相互尊重の集団規範を形成する

枠組みの設定が十分でなければ、集団での活動が苦手な

学生においてはその集団における帰属意識に応じて疎外

感や不適応感をいった必要以上の傷つき体験のリスクが

特に生じやすい。学びの場でこのようなリスクが発生し

ないよ う教員は活動中の学生の様子を見守り、状況を適

切にアセスメントし、必要であれば介入を図ることが重

要であると考えられる。
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がけた。 SA(studentAssistant)の学生およびピアサポ

ート活動に関心がある授業 OBの学生(本講義の受講経験

のある学生)が各グループ活動をサポー トし、グループ

活動において生じる困惑や混乱、あるいは受講生からの

求めに応じて「受講生と共に考えるスタンス」を韮準と

しながら適宜助言や検討に加わる形でプロジェク トは進

行した。

園3 グループで議論する学生たち
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学内フィールドから学ぶ「連携Jの形

それでは各フィールドのエーズ(学生の参画を期

待する事柄、学生に期待したい事柄)はどのような

ものが挙げられたのであろうか、また学生還はその

現場のニーズに対してどのようなアクションを回答

として表現しようとしたのであろうか。表2に学生
が捉えた現場のニーズ左提案したプロジェクトの概

略を示す。次節からそれぞれのプロジェクトでどの

ような実践が展開したかその概要を見ていくことと

しよう。

ID.学生の取組み

-3つのプロジェクトにおける実践ー
[広報室プロジェクト]
広報活動に学生も参画してほしいというエ}ズについ

て、広報室からは、広報室プログに学生企画として学生

が記事を作成するという具体的な活動をご提案いただい

た。広報活動の留意点、プログ記事を執筆する際のポイ

ントなどを実際に記事を作成されている職員からレクチ

ャーをいただいた。学生遣は熱心にメモを取りながら

「学生ならではの回線」で記事を作成しようと検討が進

行した。学生遣は記事内容に関する企画書を作成し、内

容について広報室との意見交換を経ながら、最終的には
①広報室スタッフにインタグューする記事、②学生が大

学の中の自然を発見する散策記の2点を作成すること骨

決めた。ここでは紙面の都合上①について報告する。広

報室の岩下健士氏の協カのもと、広報室スタッフに対し

て学生がインタヴューを行う企画が成立した。普段イン

タグューを行う側におられる広報室スタッフにスポット

を当ててお話を伺うというところが学生がこだわったポ
イントであった。巻末の付録1にインタグュー記事全文

を示した。

学生たちは、インタヴューする係、写真を撮る係、メ
モを取る係と役割を分担し、インタヴューを行った。彼

らは繋張しながらもハキハキと質問を投げかけ、岩下氏

の語りに額きながらインタヴュ}を進行した。岩下氏か

らは、インタヴュー後に I柔軟に追質問を行うことでよ
り深い話を引き出すことができる」とインタグューのポ

イントについてレクチャーをいただいたe 記事にまとめ

る際も、読みやすい記事にするにはどのよラに書けば良

いのか、学生遣はグループで検討を重ねている様子が伺

われた。
このグループの特徴は、 2年生の学生がリーダーシッ

プを発揮し、 1年生の学生遣がPーダーのもとでそれぞ
れの強みを活かし合う形の活動が目立った。 Eうしても
学年差があるグル}プ構成になると、高学年の学生は自

然とリ}ダーとして活動をはじめる。後の表3の学生の
レポートの記述にも見受けられるが、 「非常に個性的な

1年生のおかげ」で、 2年生の学生にはグル}プのメン

バーをどのようにマネジメントするかという学びが充実

していたと振り返ることができる。またローダーを慕い
頼っていた形になる1年生は、先輩の背中にこれからの

成長の目標を見出し、各自半期の実践を振り返ってい

る。またそれぞれの個性が際立っていたため、自然と

表2 学生が捉えた現掲の三ーズと提案したプロジェクトの概要

フィールド 学生が捉えた一一ズ 学生が提案したプロジェヲト

学生 (特に1、2年生)に就職支援チーム
学生が作成する就職支援チーム紹介

就聴支鏡チム の乙とをもっと知ってほしい。 学$1，ζ居〈広
VTRを作成する

報はどのよう砲ものだろうか?

広報誌の学生取柑しポ:-9ー活動→
大学の広報活動に学生ももっとコミットし 広報室プログ記事において学生がブ

広報室 てもらいたい.エッヲスの紙面執筆など既 ログ記事を作成する(広報誌の発刊

存の取組みもあるが、もっと活発に協働で 期日等の兼ね合いで、広報室からプ

きれば面白いと考える。 ログ記事作成を提案いただく}

共通教育を受けている学生の生の声をもっ

と届けてほしい，具体的には、例年開催し 「共通教青を語る会Jの運営サボー

共通教育事事草案 ている r共通教育を語る会」の出席者が少 ヲー学生として、広報・当日の進行

怠いので、より多〈の学生が集い、共通教 をl'iう回

育について想いを聞かせてほしい。

「君は何が得意?Jというやり取りが生じ、それぞれが

得意な面でサポートし合うという規範が形成されていた
ことがグル}プ活動の背景にあったと言えよう。表3の

学生の記述にもあるが、 「メンバーの強みの組み合わ

せ」が効果的に行われることでグループのパフォーマン

スは飛躍的に上昇する。しかし、その各自の強みが生き

るのは、相互に他者を尊重する関係性が成立していると

とが前提となる。今回は胞のセッションでメンパーの

『強み」と「連携」を関連して論じたことと、活動中に

教員と SAがグル}プを構成するメンパ}聞に良質な関係

性が維持されることに重点をおいて配慮していたことが

効果的に機能していたと言えよう.

[共通教育事務室プロジェタト]

共通教育事務室からは「共通教育にもっと学生の生の

芦を寄せてほしい」という事務室の想いをニーズとして
学生は受け取った。そして毎学期開催されている「共通

教育を語る会Iをより多くの学生が参加する企画として

デザインすることを課題に設定するに至った。学生は共

通教育センタ}長、事務室スタップと会のコンセプトや

広報活動について意見交換し、ポスターの作成、配布ピ
ラの製作、立て看板の製作、 Face加。kによる曹eb土での

アナワンスと広報活動にカ点をおいて実践を展開した。
食堂に協力を求め、案内のピラを設置させていただくよ

うに交渉し、より多くの学生に会をアナウンスするため

に、自分の受講している講義で紹介する時聞を担当教員

に求めるアクションを起こした学生も見られた。共通教

育事務室のニーズが多くの学生の芦を集めることであっ

たため、教員を含めた学生との議論を経て、会の内容は

ワールドカフェ方式とし、テープJレを参加者が移ること

で多様な意見を多くの参加者で共有できるように工夫し

た。また参加者のグループ活動でのコメントを促進する
ために、アイスプレイクとしてディベートゲームを設定

し、会場における多様な意見の存在とその価値を保証す

る枠組みづくりを留意した。最終的にはのベ100名ほど

の学生・教職員が来場し盛況となった。巻末の付録2に
共通教育を語る会の広報室の記事を添えた。当日の様子

については記事を参照していただきたい。

このグル}プの特徴は、メンバ}が受講生2名であっ
たことが挙げられる。共通教育を語る会という比較的大
きなイベント企画のため、ピアサポ}ト学生委員会と趣

旨に賛同する有志学生の協力を得て、 2名の受講生を中

心に実行委員会を形成して、プロジェクトが進行した。

少ないメンバーで大きな仕事を進めるという枠組みは、
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学内フィールドから学ぶ「連携」の形

表3 学生の最終レポートにおける「連樺』と『成長』の記述

Id il終レポートにおける r遁蝕Jに関する記述 r$.畏J1ζ関連哩る肥I!l¥

連携とは r級後に商習が笑顔になれる活動Jを冒う.関臓買鑓チームから知名度母上

11て利用者数を増やしてほしいというお路を聞いた旬、いろいろなアイディアが思い

つ曹、やりやすいのではないかと恩った.しかし、私たちのグループで出た臆見を肪 就職支規チームとの速焼以前I~、';/ループの中で屯かなか掴見がまとま邑ないところも畠

閉して縄示してみると、もうすでにやっている己とだったり、実現が随しいのではな り、話し合いは鱒飢じた.il~m孟仲間の嵩見に合わせていたため、積極的に話し合いに

1 いかという意見をいただいたりした.そこでの憲見交恨の末、動画在作成するという 嘗加していなかったが、まとまらない臨し古いがもどかし〈商事じて、 途中か告は積極的

:fJ見にまとまったのであるが、この憲見交換の喝を持コことがで吉て本当によかった l己発言し、車見がまとまるように努められるように怠った.相手の旗見を噂置しなが缶

と思った.もしこの車見交倹が芯11れI耳、私立51草自分立吉で考えた内容だりで進め も、自分の溜見を相手!己伝えられるように話すことを心がけるように怠った.この体駿

<1，書、抗臓主蝿.".ーム圭ん1、とつ d~不満足;"結果k./o;コ丸い/ιかもレれ午、、. 漣 地位古人1"，'0=つlζ劫九七位九iL-.，Jと思う.
携をするよでお互いの希認を伝え合い、母終的|己笑顔lζ怠れるようにプロジェヲト在

溜めて行くことが軍要であると考えた.

連副理とは r自分が相手の::-:XIC応え、相手にも協力を求め自分の=ーズを応えても呂
1つのプロジェヲトをi!t拍る中で、たくさんの人に茸えられていることが分かった.自

うことJ だと思う.自分はいつもー人で開却や問題、悩み躍を解決することtJ(1)，い.
分一人では決してでき恥かったと感じます.チームはもちさん、先生、 SA、ピアザポー

しかし自分ー人では解決で曹ないこともある.そんな時、栂手に耳障見を求める、助11
トの先躍は沢山のアドバイスを提供し、相訟にのってくれた.そのことが自分にとってと

ても缶うlIi要吉を狸解で曹11:..相手の力、アイディアをよ手〈使うことでそのブロ
ても穴きな力になった.これまで座学ばかりの講義を受11τ吉ました。ブロジェヲトを

2 ジエヲト在円滑に取り組むことが穴切だと思った.こんかいの実践をより発展させら
温めるにあたり三ズ在確認し、アイディアを出し、行動するねに必蓑な柵働輩、コミュ

れたと思う点1革、もっと就職支援チームとコン'17トをとって態見在交倶した口、9e
=ケ シヨン能力など社会に必要な能力を学芯己とができ走。自分はいつも主伊却に物

方からアドパイズをも缶ったり、グループを有効に活用するべ書だったと思った.ま
事を進めて書たが、担凱人数で物事在進める時に、他のメンバーの愚見を丁単に間〈己

た先生やピア廿ポートの9e1量速、 SAの先置や同じ安調生l己声をかけ意見をもらうべ吉
との重要性も学び、チームでプロジヱヲト在進める中で1:1:、そのプロジzヲトを主観的

に見がちになるととに気づいた.そんな時とそ宮観鳴して他の人からアドバイスや愈見を
だったと思う.

も5うことの!I!要性を知った.

連f障を取るうえで、必ずしもうまくいくわけではなく、開|こパ哩パラに怠ってしまうこと

連携を取るよで、まず栂手のこズと自分たちがするべきニズが致しているかどう
が鵬鍍を過して分かった。メツパーとの唱えも一致してい基かと思い曹や憲外と一致して

かをしっかり話し合われ怠いとズレてレまうことが分かった.また逮棋を取るうえ
い耳よい己ともあった.還次進絡を行い、路古うととが連盟層拡とって大事だと感じた.取

3 で、プロジェヲトが進行する中で題冒が変わってしまうことも畠ったので、毎回プロ
材毒事も-il!もやったことがなかったけれど‘やってみると置外にで曹る自分がいたこと

ジェヲトの耳l!!l>をIit認しなければ怠ら怠いと感じた。
も発見だった.二ーズをいかに上手に先方I乙伝え晶かといきことがいかに般しいかという

ことを~~Iltことがで吉た.富ーに時間の制約が加わるとー層ブロジェヲトl草舵しく怠る

の先を見過して進めることの軍要性も学んだ.

通t障とは r相手の=ーズ在銘まえたよでサポートする活動』在言う.ただ単IζザIft- 先方lζメール屯どコンヲヲトを取る限lι、$1;礼l乙怠;;t~い占う砿膏書方などの社会的ス

トする側が自分たちだけで己うすればいいのでは怠いかと決めつけて栂手在宅Tポート キJ~在取得で書たと思う.ミーティング1ι嘗加したり、実際に会に出てみることで、 曹

4 しようとすると、かえって相手が勘毒づらく屯ることがある.そう屯ってしまうとそ 段何気描く受けていた共通教育であったが、実際は多くのλ々 の勲い想いや‘どのよう
れはi車携とは呼べ指い.連携i草相手が何を欲しているかという己とをよく把癒して行 1己レたらよりよい共通教育ができるかということを輿剣に取り組む事務室の皆さんの存

動を起こすことで成り立吉、相手の邪魔に拡らないよに気をつけ、できる範囲で主体 在に触れることがで吉て犬家有瞳鍍だった.一緒に動いていたメンバーは責任感や主体

的iζサポートすること躍のでは怠いかと思う。 怯があり、自分ももっとしっかりした人間におらなくてはと良い刺激lζ躍った.

連携とは '2人以よの人や団体が共通の目的を符吉、互いに協力し合うという活動J

を言う まず共通の目的を持つ己とは途援に重要だと思う園共通の目的を待つ己とに
自分自身の$.畏については、 r人前で話すことが少し怖く怠〈怠ったこと」だ.今まで

よって進む方向が決まり、協力し合う己とができるのだと思う.次に互いに協力する
は人の前で話すことを怠るべく避けてきてレまったが、 r共通教育を語る会がある己と

という己とが大切で串ると思う.どちらか一方が相手を助けていてもそれは連機では

5ない.互いが互いを助け合い協力喧るととが連機なのだと思う.より今回の連興基発
在世しでもたくさんの人に知ってもらいたしり という怒い辻自分から氾んでたくさんの人

の前で紹介することがで吉た.司会をすると決まったと吉も、 司会指ど今までー療もむ
震させるためには、よりしっかりと計置を立ててスヲートすベ曹で串った。もし;tlm

たことが屯〈、不安てす土方砿かったが、いざやってみると意外に溌レくて自分でもで吉る
通りにいかなくなったとしても、-];!軒1mを立てることである程度の措僚がで曹るだ

んだと穴書怠感動が晶った.でき屯いとil初か;;決めつけτはいげ屯いと感じた.これ
ろう。また共通教宵事務誕の方との打ち合わせをより綿密に行うベ曹であった。事務

から人の前で話せる機会があれば、逃げずにやってみようと思うし、で吉る気がする.
道の方の想い、そして私たちの想いをもっと理解で曹たり、分かっていただけたので

はないか.

今回の胸績を通じて r人見知りを治すJ r文貨をまとめる角J r相手を閉包せない割問開

連il!1<Irもともと:}:生と敬員と職員との間にあった盤在櫨し.おEい1ζよりよい:-k~ m方法J r 仲間との協調性在高めるJといろととが出寮たと思う. r人見知りを治

自 生活をi茸れ晶ように共l己協力していく活動Jを冨う.桔ぜ取ら1;1:.今回の配曹を.< ずJ:受講生の前での数々の発哀の咽菌、広報車をはじめ教宣の外での打畠合わせ怠ど

にあたり、チームという「学生J、広報車の皆喜んという「職員J富ん、そして先生 出向く体厳を通じて. r文織をまιめるカJ '爽瞭I~記箪を.くことを通じて. r相手

11:.5 r教員」、どれーコ欠けてもこの~事l孟完成する乙とがで吉怠骨ったからであ を怒包せ~い樹拐の方法J ・ミーティングIζ出席で富怠い時ゃうっかり返憶を怠ってし

る. まった時. r仲間との協調枝J 摘続企般を通じてグループで進行する体駿在通Uて.

鴻OIとは 「互いの苦手怠ijjjを補い合う.1，号車怠ijjjはより力を発婦で書るようにすポー

トずる。共Iζ協力し行劃する活動Jを言号。 根拠1<1:骨固の実銭でグループのそれぞれ 広報車スヲッフの方へのインヲヴューだが、事前|ζ作成した質問在原補i車DにiUiめること

の{軍軍・不1号車‘苦手だけど挑戦したいことを話し合った.実際に自分は人と話すこ も穴司匝だが、その唱て質問の困苦iζ対して芭らに深い質問を投げかけることで、より充

7 とは得置だが文障を置くことは苦手である.自分で作成した原稿を得意屯仲間lこ指導 突したイン?ヴユーに屯っただるうと思った.樽々なシチl工ーションで彊軟に対応で

してもらうことで成し遂げる乙とが出来た.それぞれが協力し拡がら行うことで、 きるという己との大切さ在学んだ.また、 人ではでき硲いことも、共に協力する己と

人ではでき屯い己とが他の人の協力によりできるようになると学んだ.i里併とl草それ で今までできおかったことが、できる己とに変わる己とを実感した.己れは今後の大学

に按わる全ての人の協力起しには成り立た主主いものであると実感した。 生活の中や社会人に怠ってからも嘗照できる有憲義在学びだった。

連携とは「共通の目的を他者同士が窟思を疎通し~がら違威しようと協力する活動』

を雷う，人はなぜ連自障するのか、その目標の速成が単独では困純また不司であるから

にほかなら屯い固 r5与」や r禰助Jなどの一方的な署でない以上、 r連副理」する双 連携を低みる中で気づいたこと、それは自分と相手の「組品合わせ方』だった。仲間の

方がアヲティブである必要が串る.しかもそれは独りよがりで非効略的なものであっ 中でも号れ1<1重要だった.今期の序盤で情強で兜宝がZ、れ7:_r相手や自分の強みとはど

自てはな邑ない。 1+1で1以上の結果を導曹だす己とを。そのぬに両者は意志を受換 のようなものなのかJに加えて、 「自分自身・相手の弱みはどこなのかJを分析する己

し、l)tめ呂れ畠勧曹を予測して、骨々 の可能怠lIl¥閣で銭怖や資源を持ち寄る。鍋的!こ と、そしてそれを踏まえた上で、その利点欠席の守ネジメントをグループで検射すること

曹え1;1:.相手と自分の「弱みJを補い「強み」を活かし合号工夫である.そうして単体 が重要だと学んだ。

の場合より高い次元を自}目して力を合わせる、そういう活働こそ通携と定纏吉れるべ

曹だろう.

連t障と1<1:r自分たちと栂芋の要求を上手〈すり合わせ、お互いに助け合い、一つの目

標を達成レょうとする活動Jを冒う.私たちが世し悩んだ時に広報車の方々がアドパ どのように伝えることで、先方lζ伝わるかという乙とを曙え、敬隠の使い方をはじめ冒

イスをくださった.そのおかげで作滋も止まるζと取〈溜めることがで宮た.そして Z曜の選び方在学んだ.また実践を通じて、自分自身が思つτいた以上に人闘で蕗がで富
9 私たちが鼠絡的な目標とした学生で記事を曹〈己とが連成で書た.これは広報車の智 ることを舟見した.以前は人前で匿すこと由守苦手で碩が真っ白になってしまい、何在冨つ

様の助け砿くi畠11で吉砿かった.さらに鋳展芭せるためには‘もっと白分た吉で行動 て良いか分からな〈なることが1)，4あった.守閣の爽nで(主いままでよりも話すことが
しなければと思う.今までは分か邑屯いことが多かった分、広報蜜の方ICお世話lζ芯 で吉少し成長を感じた.また晋段あまりか台、わり合うことがで吉ない広報室の方と交流

りつIt~じで寄った.自分11:.5で何がで書るかを考えτ行動することが必蓑と怠る. で書たことは非常に質量拡体織だった.

広報室スヲッフさんとのメーJ~の交燥をする中で、 メ-J~の作法等在知っていくという己

連携とは「役割仕事が交わるという活動」を言うのだと思う.t，j.ぜ指缶同じ役割・ とがあった.また企画にリ-'1ーとして最初から軍法まで進めるという己とは初めての低
仕事を持つ訳では屯いが、ある一つの目的や目棟のために、異なる役割仕事をもっ 験で.企蘭全体に関わる大変さ、仲間をまと晶ていく苦労を知る己とができた.仕事の

た人や組織が協力して伺かを成し遂げるからである.今回は広報室さんとの連併を実 世lり娠りの仕方や後輩へ企画を迦曲るノウハウモ伝えて行〈中で、自分自身の託行指誤

10 践するということで、広報室さんの経験や機材、つ躍がりを使わせていただき、学生 から学，3'ことも多かった. メン/(ーが個性的であったこともあり、持ち味をいかし、~

の発揮自民を具体化させていただいた.反省点としては、インヲヴユ を行うにして おかつメンバーが気持ちょ〈企画1~1lRり組めるように苦心した。自分自身の発見では、

も、インヲヴユ のコツや嶋村の活かし方などをもっと事前にお聞きできればよかっ 今まである程度小器用に己なせると思っていたが、笛めの甘さがある己とを再認識し

たと感じる.広報重さんlこかけてしまった員但が穴きかったので、学生側がもっとg た。広報室や先生方という大人と企画を進める中で、自分0できるととの景勲さに気づ

発的に動君、協動的に行動で理ればより適切なi旦併になったと銀り返る. いた。企画'を哩〈ととやメーJしを作成する己と以上に、 計画の遺骨方やグループ内の役

割分担と曹った経験をもとに宋勲芭を埋めてい〈ょう I~頑彊りたい。
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レポートの飽述を勝む限り、受携した学生途は概ね
f連携」について、正しい続念の理解をしたと曾って良
いだろう。独りよがりにならず、エーズに応じたアクシ
ョンが必要であり、同時に協働が機総していることが重
要であることを理解したことが後らの記述から続み取れ
る。良質な連機の成立には、荷者のζ::.-;てがきちんと共
有されているか、目的はきちんと共有されているかとい
う檎認の作業が重要である。学生の記述にそれらの点が
穆徳され、また鱒畿の実践の中でも苦慮しながらも学生
が実際にそれらのやり取りを少なからず体験したことに
意味がある。しかし、本議議が目指した『連携』を体感
的に理解するという点に関しては、授業者が期待した放
機員との関係性の中で連携となった部分は十分言俗化さ
れていなかった.異なるステークホルダーとして大学に
いる職員・教員・学生の三者が協働することで、見える
それぞれの意搬や強みがある。この発見が両者でしっか
りと共有されることが連携にとって霊襲なポイントであ
ると筆者は考えるが、この点は+分に体駁するに至らな
かったようである。授業者としての反省は、実践が可総
な時聞が限局しており、十分な関係性を形成するほどコ
ミa三ク}ションが保証できていなかった点、授業内で
プロジzクトの遂行を促すこどで学生は連銀草している
{という関係性)以上に、成果やパフォーマンスに意殺
が向いてしまう枠組みとなっていた点である.長期的な
プロジェクト活動となることで、連携における相手と自
分について十分に緩り返る素材が保証されるのかもしれ
ない.また1・2年生の受講生が大人と連続するという

枠組みでは、どうしても受け身となってしまうことが多
かったように緩り返られる.学生遥のレポートの反省や
綴題点の中でも学生の総動的な動きや意織について記述
が見られることから、能動性の売震を促す数育的支援に
ついてより検討を加え反省する必要がある.
しかし一方で、受務主主同士や担当教員・SAとの関係性
において、学生遣は『支え・支えられるJという関係性
をしっかりと体感したようである。学生逮の活動を観察
し、突に興味深いことは、上手く機飽しているグJト噌プ
になればなるほどグループの中での支援者・被支援者の
役割が常に交代することである.講義タイトルの『ピア
サポート』とは“同貨の関係性における相互支援"を意
味し、困っている時に周囲にいるサポートできる人がそ
っと支援する営みを箔す。良質な関係が形成されている
一つの註拠でもあろう.そして関係性が展開すると学生
のレポートにもあった「個人の強み』を活かすことに自
然とつながるように，恩われる.今回のプロジェクトであ
った大きな途携は、学生遠の身近にある隣の人閑との小
さな連続の延長線上にあることを忘れてはならない.最
終レポートや授業内でのコメントにおいて、仲間とのコ
ミュ=ケ}ションや助言に曾及した学生逮がそのことに
留意して今後体験を盆ねてくれればと思う。

V.まとめ
最後に窓携義における「学びの綬り返りアンケート』
結果を事長4、泰弘図4に示す.

議4 学びの自民り返りアンケートにおける4つのカに闘する項目

かなり身につある程度身iこ少し身につい わずか怠がら 全く身につか
平均傾

いた ついた た 身についた なかった項目

この娘集俗 r悠じる力Jを身につけるのに.
3.00 30%(3) 40%(4) 10%(1) 10%(1) 

1役立ったと思う

このIl.!a'考えるカJを身につ1;るのに、
3.20 40%(4) 40%(4) 20%(2) 

2役立ったと思う

この綬渠は rコミュニケシヨンカJを身に
3.30 50%(5) 30%(3) 20%(2) 

3つけるのに、役立ったと思う

この獲量I1!a'$きる力』を身につけるのに、
3.20 40%(4) 40%(4) 20%(2) 

4役立ったと思う

*t主主E内は回答者数
移項目 11草殿回答智1各

.5 学びの鍍り返りアンケートにおける学びに闘する項目
項目 平均鑓 あてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまら怠い あてはまら怠い

1総合的に判断してこの綬業に満足できた 4.80 80%(8) 20%(2) 

2授業内外の学習に取り組むために、シラパスを活用した 3.60 20%(2) 60%(6) 20%(2) 

3己の綬if;の内容について理解できた 4.20 30%(3) 60%(6) 10%(1) 

4U析しい知識・考え方・筏官置などが獲得できた。 4.50 50%(5) 50%(5) 

5この綬築の受講によって、 学業への興味・関心古潟まった 4.50 50%(5) 50%(5) 

己の授業で学んだ己とや考え方について、意識するようにし
3.90 40%(4) 30%(3) 10%(1) 20%(2) 

6たり、実療に試してみたりした

7 学びを深める~Iζ、調べたり尋ねたりした 3.90 3096(3) 5096(5) 1096(1) 10%(1) 

8括弧内は回答者数
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学内フィールドから学ぶ『連総』の形

主総帥司R曹J句
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J‘・ 2鴫

ー令 官 支曙

.'咽a電闘aa車，fE亀a・11抱ヵm2 一E 
a!lO鴨

信国

4 申・Rr ' 
ヨ淘色

‘'蝿."11
-門崎圃毘・日輔

幅広い瞳量 30!1‘ 
u・人1:1.τ母車且

:~~ 
柵1411・脇踊怯 似商

附随・向Uカ

情"豊島由カ ， 1"" 
。，‘ 101‘ 20% 109‘ 41'" 当《陶 ‘。，‘ 10'1‘ 

個4 4つのカの下位..障に闘する学びの羽田自

f遠鏡』という緩念の体感的な修習を目指した本実践
であったが、」ニ犯のアンケート鮪』院からは、連盟障を体.. 
したかは.80eして、学生たちは録集での*ぴの体肢から
十分に.じとり、勾え、そしてコミ旦=ヶーションを図
ったk事用車してよいであるう...に.6(項目6)に示
されるように、..において傘んだ憶念を実際の金活の

中で怠.しようとした点は"に盆漢である.象重量での学
びから、後らの日備の生活のlfIに.Olfヒ.応用されるとと
が彼らの生きるカの捕獲のよでは欠かせないからであ
る.そしてこのような後らの学びが成立したのf弘ひと

えに多忙な・8の中. .・m・tに質問し‘ヵ~~障 し幽て
いただいた広織a量、~.渇舷官事.1陸、 象験支鐙チームの
職員の皆織のおかげである.この4・ーとかりて必より御礼
申し上げたャ、....念体l'通じて、学会たちのディスカ
フシaンに意書ける濁りから、 .<大人の育中から『微
意jや r.j刷さJの形全学び取っている徹子が懲見され
た.身唱r{試て大きな育中唱と示していただいた録業腸係者
に自首して、本舗の1tとめとしたい.
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|学生企画『三重大学の職員にインタビューしました !J 

2014年三月日民

満足"，ヨ慶子 {人文学10'年】

"谷修周回 《人又字書"年】

'J、"鬼平 【人文字音" 隼】
小間竿湿〈工学8Il1割

安符醸 【金箔資a字1Il 1~)

み"さ^^こんにちは.私たちは災過般宵利目『ピアヲ'" 卜衰al UII島晃関師、鈴木美!!!Il.. ，教)の受揖生です.ピアヲ

ポ ト裏腹は字金と三重文学の教習閣のみ怨さんとの遺甥 包衝をテマとした"'~リア教育科目です.

今留は唆.'"環で語学毎日月初日に、笛殿、三盆夫学¢暗線隠 r三量五五.la.2.<.豆uなどの繍箆を争吾、、、 三重文学の広鰻活
監をしている.怒哀買さんにインタピユ してきました.イシタピユ にお答えいただいた剛志、企画総..'"総窓チム広.. 室

ぬ岩下健土さんです.

本自!'"時閣をいたIt'きありがとうございました.臼頃あまり学生と関わることがない三重X学¢革報室の差損さんですが

どのような仕.をしているのですか.

岩下

広場隠の漏策、三重^掌に拠ねる出来事を取初してHPのブログに娼盟、 記者会買の関砲など織 は々広報調惑をオラっています

なるほどで，. こめ仕・のやりがし川急何ですが.

ぎ下

広事"ぉηアンケ トに 『旬間 陵むのを業しみにしていま可'.Jはどの盛処が院看おらちらえた"にうれしいと思うことで
す

そ札本 心にしみま"'".ではなぜ、三量大学の竃貝にはろうと怠ったんですか.

者下

三量文学の9殿毘割腹で{<L '周囲巴』に鈍する".. が婦げられています.それに少しで6貫依したいと患い 三質文学の議員

r.怠ろうと患いました...初l率、由隆交J合チ-boに配属されましたー

ーで(<Lこの仕・での"..はありますか.

岩下

少しでち三鍾^学のカにUって、三質文学の名顕を世界に知ってほしいです.

一曹、、'"糟ちがあるんですね 三重大学dシ写生に知ってほし.'.::':企は.'"ですb'.

岩下

三重夫学が環境先進 望̂訟であることなど、もっと呂分たちが温ヲている三重穴掌について 知ってほしいで亨.

そうですね まず三重大学に在籍している込dとちが三重大学を知らないと‘例曜の人に三重大学を知ヲてちらうこと4募集遣で

すね そんT.t!お心得あはたにとって I広"Jと怯
岩下

三重大学と三盆^字以州四人遣をつなぐコミュニケシヨンです".

-，思後の質問ですが、 短去は何です力、

者下

際持ですー 総持売の忍a院を写真にとることが好きです.

....80)-イシタビューのを週を聞か包℃ください.

老下

いつもインタピコー，る俣障ので 今日a畏量えよ筏慣でした.

~今自はありがとうございました.

....に 叩イシタピュを過して..cたごと~

実医'0インタピユ をしてみるととで耳加 やインタピュ の置し冒を依検するととがで含まし".そcf一万で、"醤を聞いて
銀管b'らの長須の{芯tf~という形で自分の仕・のフィ ドパックを・られる俗ど、やりがいも多〈完奏した仕・であるという臼

象を受けました・また 問。掌内で."髭貨の万と侵することは忽いたの 日頃聞くことd.)J".，tI..¥援賓の万の仕夢の内容ややりがい

え孟どをmくことができ 長鑑忽経験と信りまし"

ピアザポート妄陸型軽..金
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1月228(水)、 第一会室2階におパて標記会合が行われましたe

2014年1月2.28

オーブ二ンゲとしてビアサポート実践を受講している学生が宮司会となり今回のき旨の説明があった後、 f第二外国語の必要性J

について学生プレゼンテーシEンが行われましたe

ブレゼンテーシEン後にデイペートゲ-b}j司王われ、学生からは f第二外国語はいるのかJという質問に f海外に行ってち英語

が喋れれば十分にコミュニケーシEンが廠れるJという積怨的に喬定する意見がある一万で f共通教育は必要り という質問に

f大学では裏門的なことを学びたいから必婆ないので(a:.Jなどの意見ち出されました.

次{こ学生総合支援せンターのIJII島一晃講鋳をコーデイネーターとして一定の時間ごとにグループのメン}I.ーを入れ主主えるつール

ドカフェが行われ、 f大学で身につける f教義二とは何だろうJと f僕たち・私たちが本当に求める共通教育の未来像Jをテー

マに話し合いが行われましたe 学生はキーつードからi重想される霊棄を忌い怠いにポストイ、y卜に雲き込み、各グループに記ら

れた4お豊紙は次qと彩られていきましたe

モれぞ汽の考えを・き込み 1明暗をする学生・衡是員

この語る会{ま辛成23年度後期に始まり、今回で5田昌ですが、 80人(教お員を含む)を超える参加があり、大学の教育をちっと

畏くしたいという学生・教議員の想、いが溢れる有意義浴絡会となりましたe
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就腺支1量チーム
~ガイずンス編~

ガイダンス風景

Thank you 
for 
wafchina! 

場所

-PLACE-

そんな就職支援チーム
で、は学生のための様々
なガイダンスを行ってい

ます




